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「膵炎（すいえん）」の話 
「膵臓（すいぞう）」とは？
　「膵臓（すいぞう）」はお腹の中で最も奥深
くにあり、胃の裏側で背骨の前側に位置し、
十二指腸・小腸・大腸・肝臓・胆嚢・脾臓等
に囲まれた、バナナのような形をした臓器で
す。（図 右） 
　「膵臓」には、主に2つの働きがあります。 
  1つ目は、食物の消化に必要な消化酵素（炭
水化物を分解するアミラーゼ、蛋白を分解す
るトリプシン、脂肪を分解するリパーゼ等）
を含んだ「膵液」と呼ばれる消化液（2L～
3L）を十二指腸に分泌すること（「外分
泌」）です。2つ目は、血液中の糖分の量を調
節するホルモンを作り、血液の中に送り出すはたらきもしています。血糖値を下げるホルモン（イ
ンスリン）や血糖値を上げるホルモン（グルカゴン）を産生して血液中に分泌し（「内分泌」）、
血糖を調節することです。

　様々な原因で「膵臓」に炎症が起きることで膵組織が傷害される病気です。「急
性膵炎」「慢性膵炎」「自己免疫性膵炎」に大別されます。（図 下）

BT-PABA試験（PFD試験）： 
　膵外分泌機能をみる検査で
す。  
　早朝空腹時の排尿後に、BT-
PABAというPFD試薬500mgを
水200mLとともに服用します。
開始6時間後の尿を全部集め、
尿量を測ります。採取した尿の
一部を使って、尿中PABA濃度
を比色測定し、尿中PABA排泄
率（％）を計算します。正常値
は71％以上です。 
　尿中PABA排出率はキモトリ
プシン活性を反映し、膵外分泌
機能の低下に伴い低下します。 

＊ BT-PABA：ベンゾイルチロ
シン・パラアミノ安息香酸。N-
benl-L-tyrosyl-p-amino 
benzoic acid 
 PFD：pancreatic functioning 
diagnostant（膵外分泌機能診
断）の略 

「膵炎」とは



　図は、「 病気が見える  vol.1  消化器」＜MEDIC MEDIA＞、「にしだ内科・外科クリニック」ホームページから引用しました。
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急性膵炎
   臨床症状は、典型的には急性発症の上腹部痛
です。（大量の飲酒後などに）持続的な上腹部
痛（心窩部痛が最多）で背部に放散することも
あります。前屈位で若干軽減します。他の発熱、
悪心、嘔吐、食欲不振などが見られます。 
「膵臓」内で活性化された「膵酵素」（＊）が
膵臓および周囲の臓器を自己消化が引き起こさ
れます。 
　成因としては、男性ではアルコール、女性は
「胆石症」の「急性膵炎」が多い。重症「急性
膵炎」では、活性化した「膵酵素」や自己消化
により生じた種々の化学物質やサイトカインが
血流を介して全身に及び、ショック、呼吸不
全、急性腎不全などの多臓器障害を引き起こし
ます。（図 右）k 
　血液検査で「アミラーゼ」「リパーゼ」など
の「膵酵素」の上昇などが見られます。

自己免疫性膵炎（AIP＊）　＊AIP：autoimmune pancreatitis

慢性膵炎／膵石症
  アルコールや「膵石」などが原因とな
り、膵実質の脱落、線維化、石灰化など
の不可逆的な変化が起こり、腹痛などの
臨床症状を繰り返しながら次第に膵外分
泌・内分泌機能が低下していく難治性進
行性疾患です。

　自己免疫学的機序の関与が考えられる慢性進行性の「膵炎」です。高齢の男性に好発し、典型
的な場合には黄疸や糖尿病で発症します。 
　血中のγ-グロブリン、IgGとそのサブクラスのIgG4の高値がみられます。

＊「膵酵素」：「膵臓」は食べ物を消化・分解するいろいろな消化酵素を産生し、分泌しています。 炭水化物を分解する
「アミラーゼ」、脂肪を分解する「リパーゼ」や「ホスホリパーゼA2（PLA2）」、蛋白質を分解する「トリプシン」や「エ
ラスターゼ1」などは「膵酵素」と呼ばれ、正常でも一部は血中に逸脱しています。

図（上）：超音波検査所見 
「慢性膵炎」では、（音響陰影を伴う）「膵石」像、膵管の不整拡
張、膵臓内の粗大高エコーなどが特徴。

　図（右）：腹部CT検査では、「膵
石」、膵臓の石灰化、主膵管の拡張な
どの所見がみられます。 
　矢印の「白い」点状の像である高吸収域の「膵
石」の他に多数の（高吸収域の）石灰化がみられま
す。

図（右）：「急性膵炎」の診断では、血中の「膵酵
素」の上昇が認められます。「膵酵素」の中でも「リ
パーゼ」が診断に最も有用な膵酵素です。ただし、
重症度とは相関しません。


